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１ 学校評価のねらい （学校・園としての受け止め）

・教育活動を振り返り、以降の活動に工夫改善を図り、教育活動の充実に資する。

・教育活動の成果と課題を明らかにし、家庭・地域に説明責任を果たす資料とする。

・次年度の教育活動の重点等を決定するための参考とする。

２ 評価の方法 （自己評価・学校関係者評価・第三者評価の別、回数、方法等）

・自己評価 職員対象・年２回のアンケート調査（７月、１２月実施）

・学校関係者評価 保護者対象・年１回のアンケート調査（１２）月実施）

３ 評価の結果

（１）主な指標の変化

①職員対象評価より

・「児童に、確かな学力が定着している」の達成度は、75.0％で、７月実施より 2.0
ポイント向上した。

・「研修で教師自身の向上があった」の達成度は、89.1 ％で、７月実施より 12.2 ポイ
ント向上した。

・「環境緑化が計画的に行われた」の達成度は、84.4 ％で、昨年度よりも 3.4 ポイン
ト向上した。

②保護者対象評価より

・「子どもは、学校が好きだと感じている」の達成度は、95.1％で、昨年度よりも 1.7
ポイント下がっている。

・「子どもは、授業が分かりやすいと感じている」の達成度は、90.2 ％で、昨年度よ
りも 1.2ポイント下がっている。
・「子どもは、進んで学習に取り組んでいると感じている」の達成度は、76.1 ％で、
昨年度よりも 2ポイント下がっている。

（２）学校教育目標の具現化に向けた指標

学校教育目標「思いやりのある子・よく考える子・がんばる子」

スローガン「あいさつ日本一、笑顔があふれる本郷小学校」

①職員対象評価より

・「あいさつ日本一と言える子どもを育てている」の達成度は、76.6％である。
・「笑顔があふれる子どもを育てている」の達成度は、87.5％である。
②保護者対象評価より

・「学校は、思いやりのある豊かな心の育成に努めている」の達成度は、96.0 ％であ
る。

・「学校は、体力向上に向けて積極的に取り組んでいる」の達成度は、95.2％である。
・「子どもは、授業が分かりやすいと感じている」の達成度は、90.2％である。



（３）学校研究課題の具現化に向けた指標

研究課題 「基礎基本の定着と思考力・表現力の育成」

～学びを深める話合い活動を通して～

①教職員対象評価より

・「指導内容は精選し、基礎的・基本的な内容を押さえた指導」の達成度は、81.3 ％
である。

・「学校研究課題への取組状況は、どうであったか」の達成度は、90.6％である。
②保護者対象評価より

・「子どもは、授業が分かりやすいと感じている」の達成度は、90.2％である。
・「子どもは、進んで学習に取り組んでいると感じている」の達成度は、76.1 ％であ
る。

・「子どもは、家庭学習や読書の習慣が身に付いている」の達成度は、73.9％である。
４ 次年度に向けての展望

①教職員対象評価

教職員対象評価においては、学校の教育活動及び児童の様子等について９４項目を

自己評価している。課題のある事項（自己評価平均２．９以下及び自由記述での課題

事項）について、各担当や部会で改善策を検討して共通理解を図り、それに沿って実

践をしている。今年度の主な改善事項としては、「情報の公開」「授業の開始終了時刻

を守る」「下校時刻を守る」「私たちの道徳の活用」等が挙げられた。来年度に向けて

は、改善事項の共通理解と共通実践を進めるとともに、評価結果の公表を通した地域

・保護者との協力体制づくりに力を入れていく必要がある。

②保護者対象評価

保護者対象評価における選択肢「よくあてはまる、ややあてはまる」の評価は、全

項目平均で 90.4 ％で９割を超えることができた。中でも、「学校が好き」「一人一人
を大切にしている」「体力向上」「間違った行動への指導」「教育相談」「豊かな心の育

成」「教育活動の伝達・公開」「環境整備」「健康安全」は、プラスの評価の割合が高

い項目であった。

一方で「子どもは進んで学習している」「家庭学習の習慣が身に付いている」「意志

の日に取り組んでいる」「３つの運動の取組」の項目は８割に達しておらず、保護者

は子どもに自分から学習に取り組めるようになってほしいという願いを持っているこ

とがわかる。学力向上の具体的な取組を、家庭と連携・共有しながら強く進めていか

なければならない。

保護者対象評価における選択肢「よくあてはまる、ややあてはまる」の全項目平均

達成度は、平成２８年度（91.2％）と平成２９年度（90.7％）を比較するとほぼ同程
度となっている。３ポイント以上向上している項目は、「ありがとう・ごめんなさい

がはっきり言える」である。また、３ポイント以上下がった項目は、「家庭学習の習

慣」「意志の日の取組」「３つの運動の取組」である。学校生活での児童の自己実現と

ともに、基本的な生活習慣と家庭生活指導の充実が図れるよう連携を強化して取り組

む必要がある。


